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令
和
元
年
度
の
ぐ
ん
ま
Ｐ
Ｔ

Ａ
広
報
第
一
一
六
号
発
刊
を
期

し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
さ
ん
に

感
謝
し
、
会
長
の
挨
拶
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
長
歴
五
年
度
目
と
な
る
今

年
度
に
至
り
、
常
日
頃
か
ら
県

Ｐ
連
会
員
の
皆
さ
ん
、
役
員
・

理
事
そ
し
て
事
務
局
の
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
新
た
な
元

群馬県小中学生
総合保障制度のご案内

（こども総合保険）

第64回
群馬県PTA大会沼田大会

本制度の概要は県Pホームページをご覧ください。
http://www.gunma-pta.net/

◆ご契約の内容照会・変更のお手続きなどは･･･◆
取扱代理店：株式会社　アイ・エス・オー

〒370-0852　高崎市中居町4-22-9　LSビル203

☎　027-386-2600
【受付時間：月〜金　AM10:00〜PM6:00】

日　時　　令和元年11月30日（土）
　　　　　12:40〜16:20　(受付12:00〜)
会　場　　利根沼田文化会館
スローガン　未来に向かって逞しく羽ばたけ
　　　　　　　〜自己肯定感を育む家庭教育〜
講演会　　演題　 「家庭・学校・地域のトライアン

グルで子育てをしよう」
　　　　　講師　千葉敬愛短期大学学長
　　　　　　　　千葉大学名誉教授
        　　　　　 　明石　要一　先生

お問い合わせ先

◆事故の受付・保険金のご請求などについては･･･◆
事故受付窓口：東京海上日動火災保険株式会社

（フリーダイヤル）0120-119-110
【受付時間：365日　24時間】

令和元年度役員名簿
役 　 　 職 氏 　 名 所 属 単 Ｐ
会 長 岩 村 　 隆 志 前 橋・春 日 中
副 会 長 髙 山 　 英 記 伊勢崎・第二中

〃 小 日 向 和 博 安 中・原 市 小
〃 鹿 島 　 元 幸 北群馬・吉岡中
〃 髙 松 　 　 徹 太 田・生 品 中

副会長(県Ｐ大会) 小 熊 　 政 則 沼 田・沼 田 小
常 任 理 事 大 津 　 豊 美 渋川・渋川南小

〃 髙 桑 　 　 実 教 職 員 代 表
〃 飯 塚 　 敏 雄 教 職 員 代 表
〃 星 野 　 祝 子 前 橋・第 五 中
〃 大 澤 　 博 史 高 崎・第 一 中
〃 中 澤 　 昌 樹 沼田・利南東小
〃 野 村 　 和 彦 館 林・第 四 中
〃 清 水 あ ゆ み 高崎・長野郷中

常任理事(県Ｐ大会) 萩 原 　 正 浩 藤 岡・鬼 石 中
顧 問 早 川 　   毅 み ど り 市

優 秀 賞
■小学校の部

郡市 PTA名 広報紙名

前橋市 敷島小学校PTA しきしま

前橋市 群馬大学附属小学校PTA 山びこ新聞

伊勢崎市 広瀬小学校PTA ひろせ

高崎市 城東小学校PTA 城東

高崎市 京ケ島小学校PTA PTA本部だより

太田市 沢野中央小学校PTA さわ風

■中学校の部

郡市 PTA名 広報紙名

前橋市 第五中学校PTA 五中PTA新聞

前橋市 大胡中学校PTA 栴檀

前橋市 群馬大学附属特別支援学校PTA あすなろ新聞

太田市 毛里田中学校PTA かたくり

第33回 PTA広報紙コンクール

『
第
六
十
七
回 

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会

兵
庫
大
会
に
参
加
し
て
』

令
和
元
年
八
月
二
十
三
日
（
金
）
二
十
四
日
（
土
）

 

群
馬
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会 

副
会
長
・
広
報
委
員
長　

髙
山
英
記

　

長
い
梅
雨
が
明
け
、
猛
暑
も

一
段
落
し
た
八
月
二
十
三
日
、

兵
庫
大
会
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　

一
九
九
五
年
に
起
こ
っ
た
阪

神
淡
路
大
震
災
か
ら
二
十
四
年
、

日
本
は
数
々
の
天
災
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。今
回
の
兵
庫
大
会
は
、

前
々
年
の
仙
台
大
会
、
前
年
の

新
潟
大
会
か
ら
引
き
継
ぎ
、
大

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
地
域
で
の

バ
ト
ン
リ
レ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
初
日
は
、
兵
庫
県
内
・

十
会
場
に
分
か
れ
て
の
分
科
会

の
開
催
で
す
。
私
は
姫
路
市
に

て
開
催
さ
れ
た
第
六
分
科

会
「
防
災
教
育
」
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
災
害
を
経
験
し
た
地
域

だ
か
ら
こ
そ
、
意
識
を
よ

り
高
め
る
た
め
に
、
風
化

さ
せ
な
い
た
め
に
、
家
庭

や
地
域
で
取
り
組
む
防
災
、

次
世
代
に
つ
な
げ
る
防
災

教
育
を
多
方
面
か
ら
学
び

ま
し
た
。
実
践
発
表
で
は

こ
ん
な
質
問
を
投
げ
か
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
家
族
が
ど
こ
か
で
震

災
に
あ
っ
た
ら
、
待
ち
合

わ
せ
を
す
る
場
所
を
決
め

て
い
ま
す
か
？　

ま
た
こ

こ
一
～
二
年
、
家
族
で
災

害
の
対
応
を
話
し
合
っ
た

事
が
あ
り
ま
す
か
」
と
の

質
問
で
し
た
。

　

令
和
元
年
度
群
馬
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
定
期
総
会
が
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
最
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
素
晴
ら
し
い
実
り
と
し
て
、

三
十
五
団
体
、
三
十
七
人
の

個
人
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
学
校
、
そ
し
て
個
々
の

方
々
の
活
動
が
大
き
な
う
ね

り
と
な
り
、
平
成
の
時
代
を

良
き
活
動
と
し
て
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

群
馬
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で

　

姫
路
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、

41
％
の
家
庭
で
話
を
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
果
た
し
て
群
馬

県
内
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
災

害
が
発
生
す
る
事
を
前
提
と
し
て
、

ど
ん
な
事
に
気
を
付
け
る
か
、

ご
家
庭
で
話
し
あ
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

大
会
二
日
目
は
全
国
よ
り
八

千
人
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
、
神
戸

ワ
ー
ル
ド
ホ
ー
ル
に
集
い
ま
し

た
。

　

宝
塚
歌
劇
団
Ｏ
Ｇ
の
華
や
か

な
レ
ビ
ュ
ー
、
歓
迎
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
開
幕
し
、
引
き
継
ぎ

開
会
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
「
メ
ン
タ
リ
ス

ト
・D

aigo

氏
」
を
お
迎
え
し
、

い
ろ
ん
な
視
点
か
ら
、
発
想
や

考
え
方
が
あ
る
と
い
う
事
、
子

育
て
に
も
生

か
せ
る
知
恵

を
学
び
ま
し

た
。

　

兵
庫
大
会

も
多
く
の
こ

と
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き

閉
会
し
ま
し

た
。
大
会
を

通
じ
て
、
こ

こ
で
学
ん
だ

種
を
、
全
国

に
持
ち
帰
り
、

さ
ら
な
る
充

令
和
の
幕
開
け

　
初
の
定
期
総
会
開
催

群馬県PTA連合会

会長　岩村隆志

号
、
年
度
を
迎
え
心
機
一
転
に

努
め
て
ま
い
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
今
年
度
は
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
の
各
会
長
内
で

最
も
古
株
の
会
長
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
な

が
ら
協
議
会
の
会
議
に
臨
ん
で

お
り
ま
す
。

　

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
に
県

内
十
二
郡
市
で
発
足
し
た
「
群

は
活
動
目
標
と
し
て
「
子
ど
も

た
ち
の
た
く
ま
し
く
生
き
る
力

を
は
ぐ
く
む
た
め
に
自
ら
学
ぶ

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
し
よ
う
」
を
か

か
げ
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
で

協
働
・
共
育
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
総
会
の
中
で
、
群
馬
県
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
社
会
教

育
主
事　

大
澤
令
子
氏
か
ら
の

行
政
説
明
で
は
家
庭
教
育
応
援

条
例
が
平
成
二
十
八
年
か
ら
施

行
さ
れ
、
社
会
全
体
で
家
庭
教

育
を
支
え
る
制
度
が
整
っ
て
お

り
、
家
庭
を
取
り
巻
く
学
校
・

馬
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
」
に

始
ま
る
県
Ｐ
連
は
、「
群
馬
県
小

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
」
を
経

て
現
在
の
「
群
馬
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
」
と
改
称
さ
れ
て
、
県
内

十
九
郡
市
（
七
郡
十
二
市
）
の

各
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
・
連
絡
協
議

会
で
構
成
さ
れ
ま
し
て
皆
さ
ん

の
ご
協
力
と
ご
理
解
の
も
と
創

立
七
十
年
を
迎
え
ま
す
。

　

県
Ｐ
連
で
は
、
役
員
会
・
理

事
会
（
主
に
各
郡
市
協
議
会
長

に
て
理
事
構
成
）、
各
専
門
委
員

会
等
を
組
織
し
連
合
会
の
企
画

運
営
を
協
議
し
、
年
四
回
開
催

さ
れ
る
理
事
会
に
諮
り
な
が
ら

定
期
総
会
で
承
認
い
た
だ
い
た

活
動
方
針
の
も
と
事
業
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。

　

群
馬
県
教
育
委
員
会
は
今
年

度
、｢

第
三
期
教
育
振
興
基
本

計
画｣

を
策
定
し
、
基
本
目
標

に｢

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を

は
ぐ
く
む
～
自
ら
の
可
能
性
を

高
め
、
互
い
に
認
め
合
い
、
共

に
支
え
合
う
～｣

を
掲
げ
、
子

育
て
支
援
を
通
し
た
家
庭
の
教

育
力
の
向
上
や
、
学
校
等
地
域

の
連
携
・
協
働
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

県
Ｐ
連
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た
、

子
ど
も
た
ち
の
「
心
の
教
育
」、

こ
れ
を
支
え
る
「
家
庭
の
教
育

力
」・「
地
域
の
教
育
力
」
の
よ
り

一
層
の
向
上
が
図
れ
る
よ
う
、

会
員
皆
さ
ん
の
ご
意
見
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お

い
て
は
会
長
さ
ん
や
役
員
を
中

地
域
住
民
・
地
域
活
動
団
体
・

事
業
者
・
行
政
等
関
係
者
が
各

家
庭
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、

連
携
を
は
か
り
、
家
庭
教
育
を

支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
旨
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
群
馬
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で

も
担
い
手
と
し
て
一
助
と
な
れ

る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
後
議
事
に
移
り
、
上
程

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
第
一
号
議

案
か
ら
第
六
号
議
案
も
皆
様
か

ら
の
ご
承
認
を
い
た
だ
き
、
恙

な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
に
蒔
い
た
一
つ
一
つ
の

種
が
、
令
和
に
ど
の
よ
う
な
花

を
咲
か
せ
実
り
に
な
る
か
、
子

ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
共

に
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

全体会会場（神戸：ワールド記念ホール）

来賓祝辞（笠原県教育長代理 福田生涯学習課長）

実
し
た
活
動
が
出
来
る
事
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
来
年
の
八
月

は
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
が
担

当
す
る
富
山
大
会
が
開
催
予
定

で
す
。

群
馬
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会 

常
任
理
事　

星
野
祝
子

心
に
家
庭
・
学
校
・
地
域
と
連

携
・
協
働
で
き
る
よ
う
に
各
々

の
地
域
性
や
特
徴
を
生
か
し
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心
の
確

保
や
健
全
育
成
を
中
心
に
活
動

が
推
進
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

県
Ｐ
連
で
は
、
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
会
員
皆
さ

ん
へ
よ
り
良
い
情
報
提
供
を
行

い
、
様
々
な
社
会
情
勢
変
動
を

受
け
て
変
わ
り
つ
つ
あ
る
教
育

情
勢
の
中
で
行
わ
れ
る
単
Ｐ
の

活
動
が
円
滑
に
、
そ
し
て
活
性

化
へ
向
け
運
営
で
き
る
よ
う
に

心
が
け
、
県
Ｐ
連
の
事
業
や
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

令和元年度家庭教育研究集会のご案内
目　的　 子どもたちの心と体の健やかな成長のた

めに、保護者・教職員が一堂に会し、情
報交換、研究協議を行う。

日　時　令和元年11月１日(金)　12：20〜
会　場　群馬県生涯学習センター
　　　　多目的ホール 他
参加者　各郡市より約300名のPTA会員
全体会　県教委伝達
　　　　講演：コミュニケーション
　　　　講師：佐藤　文昭　先生
分散会　テーマ別の５分散会
　　　　 ①食育　②体力つくり　③セーフネット
　　　　④いじめ　⑤生活習慣

群馬県から参加した人たち
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け
て
い
け
た
ら
と
感
じ
ま
す
。

�

（
文
／
植
出
麻
美
）

子
ど
も
を
中
心
と
し
た
地
域
の
輪

　

一
ノ
宮
小
学
校
は
、
富
岡
の
中

心
部
か
ら
西
へ
三
キ
ロ
、「
一
番
は

じ
め
は
一
ノ
宮
」
と
う
た
わ
れ
、

市
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
上
野
一
ノ

宮
に
位
置
し
ま
す
。
本
殿
が
、
国

の
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
貫

前
神
社
の
門
前
町
と
し
て
発
達
し

て
き
ま
し
た
。

　

本
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
本
部
の
ほ
か
、

地
区
、
研
修
、
厚
生
、
校
外
補
導
、

広
報
の
五
つ
の
委
員
会
か
ら
組
織

さ
れ
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

地
区
委
員
会
は
、
夏
休
み
前
に

地
区
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
と
一
緒
に
、
い
ろ
い

ろ
な
立
場
か
ら
、
話
し
合
い
を
し

ま
し
た
。
研
修
委
員
会
は
、
エ
ア

ロ
ビ
ッ
ク
の
講
師
を
お
招
き
し
、

参
加
型
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
厚
生
委
員
会
は
、
年
に
一
回

資
源
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活

動
に
よ
る
収
益
金
は
、
子
ど
も
た

ち
の
教
育
活
動
の
一
部
と
な
り
ま

す
。
郊
外
補
導
委
員
会
は
、
地
区

ご
と
の
旗
振
り
当
番
表
の
作
成
、

一
ノ
宮
小
学
校

富
岡
市

繋
が
り
を
大
切
に

　

本
校
は
、
奥
利
根
の
玄
関
口
に

位
置
す
る
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
緑

豊
か
な
学
校
で
す
。
校
庭
か
ら
の

景
色
は
、
春
の
桃
色
の
桜
、
夏
に

青
々
と
輝
く
山
々
、
秋
風
に
揺
れ

る
黄
金
の
稲
穂
、
は
ら
は
ら
と
舞

う
白
雪
と
、
四
季
折
々
の
色
を
楽

し
め
ま
す
。
そ
ん
な
環
境
の
中
で
、

私
た
ち
古
馬
牧
小
学
校
で
は
、
春

季
と
秋
季
に
地
区
別
懇
談
会
及
び

Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
懇
談
会
で
は
、
毎
回
話
し
合

う
テ
ー
マ
を
決
め
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。
今

年
度
春
季
の
テ
ー
マ
は
「
ゲ
ー
ム

機
を
使
う
と
き
の
家
庭
内
の
ル
ー

ル
」「
登
下
校
の
危
険
箇
所
」
に
つ

い
て
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
で
の
ル
ー
ル
や
子
ど
も
の
様
子
、

参
考
に
な
る
お
話
が
聞
け
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
に
二
回
の
奉
仕
作
業

で
は
、
春
の
回
で
は
、
児
童
た
ち

が
野
菜
を
育
て
る
学
校
農
園
の
畝

作
り
や
草
刈
り
、
ヘ
チ
マ
棚
周
辺

の
整
備
や
花
壇
の
雑
草
取
り
な
ど
、

汗
を
か
き
な
が
ら
、
ま
た
保
護
者

同
士
の
親
睦
を
深
め
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
柄
、
家
庭

で
農
作
物
を
育
て
て
い
る
方
も
多

く
、
草
刈
り
機
な
ど
の
用
具
持
参

で
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
も
見
ら

れ
ま
す
。
秋
の
回
で
は
、
少
し
早

い
大
掃
除
と
い
っ
た
様
子
で
、
校

舎
周
り
の
整
備
に
加
え
て
、
窓
や

蛍
光
灯
の
清
掃
も
念
入
り
に
行
い

ま
す
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
も

ち
ろ
ん
児
童
た
ち
の
学
び
の
環
境

を
整
え
る
お
手
伝
い
も
で
き
ま
す

が
、
一
番
の
目
的
は
、
保
護
者
同

士
や
先
生
方
と
の
繋
が
り
を
よ
り

広
く
強
く
す
る
機
会
と
し
、
そ
の

繋
が
り
こ
そ
が
、
児
童
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
、
明
る
く
楽
し
い
学

校
生
活
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
、
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
続

古
馬
牧
小
学
校

利
根
郡

す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　

鬼
石
中
学
校
は
、
藤
岡
市
の
西

端
に
位
置
し
多
野
郡
神
流
町
、
埼

玉
県
児
玉
郡
、
秩
父
市
と
接
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
数
年
生
徒
数
が
減

少
し
、
今
年
度
は
九
三
名
の
生
徒

が
「
歌
う
鬼
中
」「
走
る
鬼
中
」
を

合
い
言
葉
に
元
気
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
会
員
数
減
少
の

た
め
昨
年
度
に
組
織
を
大
き
く
変

更
し
、
生
徒
の
活
動
を
支
え
て
い

ま
す
。
藤
岡
市
で
は
、
小
中
一
貫

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
本
校

は
、
地
区
の
小
学
校
二
校
と
共
に

鬼
石
連
携
型
小
中
一
貫
校
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
藤
岡
市
が
取

り
組
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、
今
年

度
発
足
し
た
地
域
学
校
協
働
本
部

の
活
動
に
協
力
を
す
る
こ
と
で
今

後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
活
性
化
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
活
動
と
し
て
は
、
環
境

整
備
作
業
と
校
内
マ
ラ
ソ
ン
、
立

志
マ
ラ
ソ
ン
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

環
境
整
備
作
業
で
は
、
生
徒
、

教
職
員
と
共
に
校
舎
内
の
整
備
、

校
庭
の
除
草
だ
け
で
な
く
、
校
外

の
地
域
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

校
内
マ
ラ
ソ
ン
は
、『
地
域
の
お

年
寄
り
に
元
気
を
与
え
る
』
と
い

う
こ
と
で
、
日
曜
日
に
町
内
の
道

路
を
周
回
す
る
コ
ー
ス
で
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
準
備
や
後
片
付
け
、

応
援
の
た
め
に
コ
ー
ス
に
出
て
下

さ
る
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
の

交
通
整
理
を
行
い
ま
す
。
立
志
マ

ラ
ソ
ン
は
二
年
生
が
、
学
校
と
地

域
の
桜
山
公
園
ま
で
の
往
復
20
㎞

を
走
り
、
そ
の
交
通
整
理
や
休
憩

所
の
運
営
を
し
ま
す
。
ま
た
、
中

間
地
点
の
桜
山
公
園
で
は
地
域
の

観
光
資
源
で
あ
る
『
冬
桜
』
の
植

樹
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
少

な
い
人
数
で
も
、
伝
統
を
絶
や
さ

ず
、『
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
』
を
合
い
言
葉
に
、
活
動
し

て
い
ま
す
。

�
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文
／
宮
越　

誠
）

鬼
石
中
学
校

藤
岡
市

県
内
初
の
義
務
教
育
学
校
に
向
け

て
　

本
校
は
、
令
和
三
年
度
か
ら
群

馬
県
初
の
「
義
務
教
育
学
校
」
と

な
る
予
定
で
す
。
義
務
教
育
学
校

は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
よ
り
小

中
一
貫
教
育
を
行
う
新
た
な
学
校

の
制
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
韮
川
西
小
学
校
、
太
田
東
小

学
校
及
び
北
中
学
校
の
三
校
が
一

つ
の
施
設
の
中
で
、
九
つ
の
学
年

を
子
ど
も
た
ち
の
成
長
段
階
に
応

じ
て
区
切
り
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
現
在
は
、
よ
り
良
い
教
育
環

境
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
で
き
る

よ
う
、
学
校
・
保
護
者
・
行
政
が

協
力
し
、
開
校
に
向
け
た
準
備
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
も
三
校
の
足
並

み
を
揃
え
な
が
ら
、
新
し
い
学
校

と
そ
こ
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
に
保

護
者
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

く
べ
き
か
、
存
在
意
義
を
再
度
確

認
し
な
が
ら
新
し
い
組
織
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

小
中
が
統
合
す
る
今
回
の
義
務

教
育
学
校
化
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ

る
戸
惑
い
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
三
校
で
連
携
し
、
地
元
Ｎ

Ｐ
Ｏ
「
ワ
イ
ル
ド
ナ
イ
ツ
ス
ポ
ー

ツ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
を
招
き
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
事
前
に
交
流

す
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。
開
始

当
初
は
学
校
ご
と
に
固
ま
っ
て
い

た
子
ど
も
た
ち
も
次
第
に
打
ち
解

け
、
楽
し
そ
う
に
活
動
す
る
様
子

か
ら
は
、
義
務
教
育
学
校
と
な
っ

た
後
の
学
校
生
活
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

な
く
先
生
や
保
護
者
に
と
っ
て
も

有
意
義
な
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

少
子
化
や
人
口
減
少
が
進
行
し
、

学
校
や
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
変
化
す
る
教
育
環
境
の

中
で
も
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

育
つ
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
学
校
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
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文
／
石
塚
克
也
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韮
川
西
小
学
校

太
田
市

香
り
豊
か
な
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
で

日
ご
ろ
の
疲
れ
を
癒
す

　

第
一
中
学
校
は
、
明
治
三
十
一

年
に
設
置
さ
れ
た
群
馬
県
立
高
崎

中
学
校
（
現
在
の
高
崎
高
校
）
の

移
転
後
、
昭
和
十
四
年
に
高
崎
高

等
小
学
校
と
し
て
開
校
し
、
昭
和

二
十
七
年
に
現
在
の
高
崎
市
立
第

一
中
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
二
年
の
市
内
中
学
校

の
校
名
変
更
の
際
に
も
ナ
ン
バ
ー

ス
ク
ー
ル
と
し
て
、
唯
一
名
前
を

変
え
る
こ
と
な
く
存
続
さ
れ
、
今

年
で
六
十
八
年
を
迎
え
ま
す
。

　

今
回
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

よ
り
美
味
し
く
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し

み
、
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
の

コ
ー
ヒ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

教
室
で
は
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
に

出
会
う
ま
で
の
行
程
を
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
じ
豆
で
も
、
焙
煎
の
仕
方
や

挽
き
方
、
抽
出
温
度
な
ど
に
よ
っ

て
ま
っ
た
く
違
う
味
に
な
る
こ
と

を
、
実
際
に
自
分
で
淹
れ
て
体
験

し
ま
し
た
。

　

体
験
を
通
し
て
コ
ー
ヒ
ー
は
と

て
も
繊
細
な
飲
み
物
だ
と
い
う
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
自
分
の
嗜
好

に
合
う
コ
ー
ヒ
ー
に
出
会
う
た
め

に
、
時
間
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
手

間
を
か
け
る
と
こ
ろ
は
、
子
育
て

に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。
忙
し
い
子
育
て
の
合

間
に
、
ホ
ッ
と
ひ
と
息
つ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
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文
／
大
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史
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第
一
中
学
校

高
崎
市

学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な
っ
て

　

小
野
上
小
学
校
は
、
小
野
子
山

の
麓
に
位
置
し
、
吾
妻
川
の
せ
せ

ら
ぎ
が
聞
こ
え
る
豊
か
な
自
然
環

境
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
毎
日
の

学
校
生
活
を
明
る
く
元
気
に
過
ご

し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
の
全

校
児
童
は
三
十
六
名
と
小
規
模
校

で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
と
一
体

と
な
っ
て
「
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
が
輝
く
」
教
育
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

小
野
上
小
学
校
の
主
な
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
月
一
回
、

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
回
収
さ
れ
た
古
紙
や
ア
ル

ミ
缶
等
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
児
童

が
整
備
し
、
搬
出
作
業
を
行
い
ま

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
収
益
金
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
や
教
育
環
境
づ
く
り
の

貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
二
回
、
学
校
及
び
通
学
路
の

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

八
月
実
施
の
際
に
は
、
児
童
・
保

護
者
の
他
、
地
域
の
方
も
一
緒
に

作
業
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
地
域
の
熱
心
な
応
援

が
あ
る
こ
と
は
、
本
当
に
心
強
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
緑
の
研
修
会
」

小
野
上
小
学
校

渋
川
市

地
域
・
生
徒
と
共
に

　

高
山
村
は
県
内
北
西
部
に
位
置

し
、
南
北
に
は
千
メ
ー
ト
ル
級
の

山
々
が
連
な
り
、
自
然
豊
か
で
、

温
泉
や
き
れ
い
な
星
空
が
自
慢
の

小
さ
な
村
で
す
。
こ
の
地
域
で
素

直
に
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
元

気
い
っ
ぱ
い
に
日
々
の
学
校
生
活

を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
高
山
中
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
取
り
組
み
の

中
で
、
毎
年
八
月
に
行
っ
て
い
る

資
源
回
収
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
が

各
家
庭
・
地
域
住
民
に
お
願
い
し
、

新
聞
・
雑
誌
・
ビ
ン
・
缶
・
段
ボ

ー
ル
な
ど
を
た
め
置
き
し
て
い
た

だ
き
、
指
定
日
に
親
子
で
回
収
し

ま
す
。
回
収
し
た
資
源
は
、
学
校

で
子
ど
も
た
ち
自
ら
で
分
別
し
、

回
収
業
者
の
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
込

ま
で
行
い
ま
す
。
買
い
取
っ
て
い

た
だ
い
た
収
益
は
生
徒
会
活
動
費

と
し
て
大
切
に
使
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
中
学
校
の

敷
地
内
に
プ
レ
ハ
ブ
物
置
を
設
置

し
、
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
通
年
運
用
を
開
始
し
、
生
徒

地
域
に
育
ま
れ
て

　

山
王
小
学
校
は
、
北
関
東
自
動

車
道
前
橋
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

か
ら
十
分
圏
内
、
前
橋
南
部
に
位

置
し
、
昨
年
度
、
創
立
四
十
周
年

を
迎
え
た
学
校
で
す
。
周
囲
を

広
々
と
し
た
田
園
に
囲
ま
れ
、
校

舎
か
ら
は
上
毛
三
山
（
北
に
赤
城

山
、
北
西
に
榛
名
山
、
西
に
妙
義

山
）
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
豊

か
な
環
境
に
恵
ま
れ
た
立
地
に
あ

り
ま
す
。
現
在
は
、
四
百
七
十
一

名
の
児
童
が
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
態
度
目

標
で
あ
る
「
気
づ
き
・
考
え
・
実

行
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
毎
日
、

明
る
く
活
発
に
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
本
部
・
広
報

部
・
保
健
体
育
部
・
校
外
生
活

部
・
支
部
・
学
年
部
の
六
つ
の
部

で
、
百
二
名
の
役
員
の
方
々
が
中

心
に
な
っ
て
主
体
的
に
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
以

外
に
も
、
読
み
聞
か
せ
や
登
下
校

時
の
安
全
見
守
り
隊
、
寺
子
屋
と

い
っ
た
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

は
、
地
域
の
方
々
に
た
く
さ
ん
協

の
送
迎
等
で
来
校
し
た
保
護
者
に

活
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

四
月
か
ら
の
四
ケ
月
の
運
用
で
二

ト
ン
の
資
源
が
集
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
ち
ら
も
一
斉
回
収
同
様
に

買
い
取
っ
て
い
た
だ
き
、
生
徒
会

活
動
費
と
し
て
活
用
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
で
地
域
住

民
の
方
々
と
の
交
流
も
取
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ

り
自
分
た
ち
が
汗
水
流
し
て
活
動

し
、
得
た
資
金
で
物
品
を
購
入
す

る
。
そ
の
物
品
を
大
切
に
す
る
こ

と
も
、
自
然
と
子
ど
も
た
ち
に
身

に
付
く
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
学
校
と
連
携
し
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
文
／
大
津
和
仁
）

力
を
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
創

立
以
来
、
地
域
に
育
ま
れ
て
き
た

山
王
小
学
校
で
す
。

　

活
動
の
中
で
は
、
平
成
十
二
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
毎
年
十
月

に
行
わ
れ
、
今
年
度
二
十
回
目
を

迎
え
る
「
山
王
小
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
」
が
あ
り
ま
す
。
本
部
を
含
め

た
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
自
治
会
長
の
皆
様
、
地
域
の

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
が
様
々
な
ブ
ー

ス
を
構
え
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
そ
の
日
は
、
校
庭
や
体
育
館
が
、

縁
日
会
場
と
な
り
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
溢
れ
る
場
と
な
り
ま
す
。

準
備
か
ら
実
施
ま
で
は
大
変
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
そ
ん

な
苦
労
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

当
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
今
後
も
地
域
の

力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
学
校
と

連
携
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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／
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輔
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登
校
班
の
編
成
、
夏
休
み
中
の
プ

ー
ル
監
視
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち

を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
広
報
委
員

会
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
「
ひ
だ
ま
り
」

を
年
二
回
発
行
し
て
、
様
々
な
情

報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
多
く
の
人
と

の
触
れ
合
い
・
関
わ
り
合
い
の
中

で
自
ら
の
生
き
方
を
学
び
成
長
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
子

ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た
地
域
の

輪
を
大
切
に
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
あ
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校
・

保
護
者
・
地
域
が
連
携
し
て
教
育

環
境
の
改
善
に
取
り
組
み
、
子
ど

も
た
ち
が
、
安
全
・
安
心
に
過
ご

せ
る
環
境
づ
く
り
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し

て
応
援
し
て
い
き
ま
す
。
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高
山
中
学
校

吾
妻
郡

山
王
小
学
校

前
橋
市

環境整備作業 親子でエアロビックを楽しみました

集まった資源を分別する子どもたち

昔遊びを楽しむ子どもたちグラウンドの側溝清掃

昨年度の緑の研修会

交流イベントの様子 分量や温度などのポイントをしっかり学ぶ参加者

　

十
二
月
十
四
日
に
高
崎
市

文
化
会
館
で
開
催
す
る
高
崎

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
研
究
大

会
で
は
、
令
和
時
代
に
相
応

し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
り
方
を
考

え
ま
す
。
三
万
人
の
保
護
者

に
対
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ゲ

ス
ト
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

大
塚
玲
子
さ
ん
で
す
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
関
わ
る
方
な
ら
、
一
度

は
お
名
前
を
目
に
し
た
こ
と

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。（
笑
）

　

誰
も
が
参
加
し
た
く
な
る

こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
作
る

き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
高
崎
市
以
外
の
方
も
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！
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大
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編 

集 

後 

記

髙
山 

英
記(

伊
・
第
二
中)

星
野 

祝
子(

前
・
第
五
中)

大
澤 

博
史（
高
・
第
一
中
）

上
原 

直
也(

富
・
一
ノ
宮
小
）

石
塚 

克
也(

太
・
韮
川
西
小)

宮
越 　

誠(

藤
・
鬼
石
中)

大
津 

和
仁(

吾
・
髙
山
中)

植
出 

麻
美(

利
・
古
馬
牧
小)

齋
藤 

祐
一(

渋
・
小
野
上
小)

正
田 

光
生(

桐
・
境
野
小)

─
編
集
委
員
─

を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
の

緑
豊
か
な
地
域
づ
く
り
事
業
の
補

助
金
を
活
用
し
、
親
子
で
自
然
に

親
し
み
、
環
境
保
護
へ
の
関
心
を

高
め
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
特

色
あ
る
活
動
で
す
。
家
族
で
の
参

加
率
が
高
く
夏
休
み
の
ビ
ッ
グ
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
木
工

体
験
を
は
じ
め
群
馬
の
自
然
を
体

感
で
き
る
人
気
の
行
事
で
す
。

　

今
後
も
、
小
規
模
校
の
よ
さ
・

強
み
を
生
か
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

推
進
し
、「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
小
野
上

小
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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／
齋
藤
祐
一
）

一般社団法人群馬県ＰＴＡ安全互助会から
　PTA安全互助会は、PTA活動中に傷害事故等に遭われた会員に
共済金・見舞金の給付を行うなど、会員が安心してPTA活動に参
加できるよう事業を実施しています。
　昨年度は、39件の事故が発生し、およそ160万円(平成29年度
中の事故に給付した金額を含む)の共済金等を給付しました。
　PTA活動は、事故防止が一番大切なことですが、事故が発生し
たときには速やかに安全互助会への手続きをしてください。


